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活動テーマ 地域における認知症患者の早期診断と地域包括ケアへの紐付の試み 

実施期間 平成 31年 4月 1日 ～ 令和 2年 3月 31日 

活動内容 

（１）具体的な活動実施内容 

認知症初期集中支援事業の対象者の把握は地域包括支援センターを介し

た相談や家族らからの相談に頼っており、地域包括ケアに紐づけのない

認知症患者の発見が困難という問題がある。レセプトデータからケアに

紐づけのない認知症患者、軽度認知障害者を同定しその特性を明らかに

し、早期介入の可能性を探ることを目的とする。  

（２）地域への貢献（地域の発展・活性化への寄与，広がり） 

初回調査後 3名が介護サービスの利用を開始した。また半年後の追跡調

査でも 1名がサービスの利用を、2名が老人会などの地域活動への参加

を開始するなどの結果が出ている。 

（３）共同実施者との連携状況  

三重大学、たまきあい、サポーターさくら、玉城町役場のスタッフ間の

連携はうまくとれており、情報交換会なども行っている。 

（４）大学の教育・研究成果のかかわり 

研究成果を学会にて発表した 

水谷 あかね, 田部井 賢一, 野口 美枝, 西村 美紀子, 中川 泰成, 吉

丸 公子, 佐藤 正之, 冨本 秀和. レセプトデータを利用したケアに紐

づけされていない認知症患者把握と介入の取り組み～ 玉城町プロジェ

クト ～ 第 38回日本認知症学会学術集会  東京 2019.11.7-9 

（５）イベント等開催実績（名称，実施場所，参加人数等） 

玉城町・認知症サポーター 情報交換会  

日時：2019年 10月 31日 14：00- 

会場：玉城町保健福祉会館集団検診室 参加人数：38名 

 

（６）これまでの取組みによって得られた具体的な成果について 
※継続４年目以降（認定）の活動については、これまでの継続した取組みによって得られた具体的な 

成果について記述願います。 



サポーターさくら（会員 102 名）へ聞き取りを行った。その結果、サポ

ーターさくらの入会状況について、 43名が後期高齢者であり、会員の

高齢化と会員の減少が課題であることがわかった。また、オンデマンド

バスの介助実績数については、30名（29.4％）が、オンデマンドバスの

乗降等見守りや付き添い、声かけ等実施していることがわかった。 

 

情報交換会イベントを開催することで、顔の見える関係を構築し、サポ

ータさくらの活動支援が可能となり、医療と介護、地域の連携において

の今後の課題も明らかとなった。 
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